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はじめに
　
いままでこの研究年誌を通じて紹介したアレクサンダー・フォン・シーボルトは日本政府のお雇い外交官としての
活躍に焦点があてられてきた。もちろんそれはそれとして彼の主要な重要な仕事、任務であったことに異論はない。国の内外での不平等条約をめぐる外交交渉は彼のいわばライフ・ワークといっても過言ではない。しかし彼の他の公的な活動及び私的な活動をも視野に入れると、もっと別の意味での重要な側面が見えてくる。その一つが今回取り上げる国際的な人道活動、すなわち日本赤十字社創立への貢献である。ただこの仕事はどう アレクサンダー一人がなしえたものでは い。彼の弟ハインリヒ・フォン・シーボルトもこれに協力している。今回は少し趣向を変えて、彼らのもうひとつの人道的な、倫理的 活動に焦点を当てるとしよう。否、彼らのこのような活動 、ひっきょう、彼らの外交官として 政治的な活動 精神的な基礎、根底をなしているように思われる。　
ただ一つ断っておきたいことがある。今、 シーボルト兄弟と書いた。 かし実際は、 日本にあっても、 またヨーロッ
パにあっても、この件については、アレクサンダーの方が積極的に働い きたことは、否めない。事実、日本赤十字
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社の前身、博愛社は佐野常民が日本において西南戦争の時に創設したものである。その時もまたそれ以前も佐野の慈善的な人道的な活動に理解を示し、積極的に物心両面で支援したのがアレクサンダーに他ならなかった。その後日本の赤十字 が赤十字条約 加盟した一八八四年 は、アレクサンダーは時の陸軍軍医総監橋本綱常とともにジュネーヴの第三回赤十字国際会議に参 している。そののちにも ヨーロッパにあって、日本の赤十字社の活動を機会あるたびに紹介するとともに、自らもことあるごとに赤十字社の活動を側面から支援し続けた。また本人もドイツの貴族を中心にした慈善団体・ヨハン騎士団の有力メンバーであったばかりではない。彼の親族 シーボルト家 赤十字活動に深い理解を示し、日本の赤十字社に 協力・支援を惜しまなかった。いずれ、こういう経緯は具体的に見ていくが、やはりアレクサンダーのこ 件の役割はどんな 強調してもしきれるもの　
しかし、彼の弟も兄が仕事の関係でヨーロッパに滞在している間には、兄になり代わって、ことあるごとに赤十字
社の国際的な人道活動を日本 皇族、貴族、市民に伝えている。この点も 触れたい。こう見てくると、アレクサンダー一人の功績というよりは、ハインリヒを含めた兄弟、シーボルトの息子たちの功績とする方が、適切のように思われる。これがこの論文の副題を付けた根拠である。
Ⅰ．国際赤十字社との出会い
一八六七年のパリ万国博覧会　
運命というべきか、奇遇というべき 、佐野常民（一八二二―一九〇二）とアレクサンダーは、ほぼ同じ時期、そ
して同じ場所で国際赤十字社と出会っている。一八六七年、場所 パリ。第二回の万国博覧会においてである。アレクサンダーは本属は日本の英国公使館勤務であったが、こ とき 依頼されて徳川幕府の使節団の通訳官としてこれ
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に参加した。使節の名代は徳川昭武で、慶喜の弟である。一方佐野常民は、徳川幕府の許可の下、佐賀鍋島藩の使節の一員としてパリに赴いた。この万博にはすでに国際赤十字社が国際的に認められ、独自 展示をしていて、脚光を浴びていた。当然二人はこ 新しい、画期的な 文明 進歩を表す展示館を見て、感銘を受けたと思われる。アレクサンダー 日記には残念ながら、この点についての具体的な記述は見当たらない。しかし佐野常民は実際にこの展示を子細に見て書き綴っている。吉川龍子著『日赤の創始者
　
佐野常民』の中の文章を引用する。
　
回顧スレハ慶応三年余旧藩主ノ命ヲ奉シ、巴里府大博覧会賛同ノ為メ仏国ニ至リシトキ、十字社ナル者アリテ、
内外ノ兵ヲ択ハス戦争ニ由テ負傷シタル者ハ救治スルヲ務メトスルヲ見聞セリ。蓋シ此挙ノ主意タル、吾人兵器ヲ執リテ行間ニ相ミルトキハ、各死力ヲ尽シテ国家ノ為ニ闘争スヘシト雖モ、一旦傷痍ヲ負ヒ兵器ヲ棄 ニ至リテハ我同胞中 人ナレ 、吾人共ニ之ヲ救療セント欲スルニ在ル也。 （博愛社資料）
（１）
　
なおこのパリ万博に参加したものは、等しく国際赤十字社の初めての存在に感銘を受けたと思われる。幕府側の渋
沢栄一も自らの日記『航西日誌』にこれを記し る 同じ使節団の医師高松凌雲もこれをつぶさに見て、のち帰国後、函館戦争の折、赤十字の精神を実行に移している。
（２）
一八七三年のウィーン万国博覧会　
明治政府が誕生して、初めての万国博覧会がオーストリアのウィーンで一八七三年に開催された。明治政府は威信
をかけて、これに参加し、佐野常民は今度は博覧会事務副総裁であった。その時、日本の使節団の日本語の通訳官を務めたのが、当時オーストリア＝ハンガリー帝国の 本の代表部の日本語通訳官 通訳官のハインリヒであった。そ
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してウィーン万博の途中に、岩倉使節団が米国を回覧した後、ヨーロッパに来て、ここウィーンの万博に合流したのである。この時、ヨーロッパで岩倉使節団の通訳を務めたのが、アレクサンダーで、そのとき既に日本政府 雇われていた。こうして期せずして、佐野とシーボルト兄弟がウィーンで再会することになった。ただし万博会場には、パリの時のように、国際赤十字の展示館はなかったが、折しも普仏戦争の直後、会場には国際赤十字の活動の様子が至る所に感じ取ることができた。当然彼らの間に日本でも赤十字を導入するにはどうすべきかについて、突っ込んだ具体的な話が持ち上がったことは、想像するに難く い。そしてこの時に、佐野は、回想記にもあるように 日本にも赤十字と同じような人道的な、博愛的な組織が実現するよう、決意を強くした。佐野の有名な一節をここに紹介するとしよう。これも『日赤の創始者
　
佐野常民』からの引用である。
　
当時余ハ以為ク文明ト云ヒ開化ト云エハ、人皆直ニ法律ノ完備、若クハ器械ノ精良等ヲ以テ之ヲ証憑トナスト
雖モ、余ハ独該社ノ此ノ如ク忽チ盛大ニ至リシヲ以テ、之カ証憑トナサントス。 （明治十五年六月の博愛社社員総会における佐野の講義）
（３）
　
このような意識をもって佐野は日本で着々と人道的な慈善団体を準備した。そしてまたこの佐野の運動を全面的に
支持する空気も日本の貴族および特権階級の中から自発的に湧き起ってきた。たとえば岩倉具視右大臣は、米欧回覧の最後のスイス訪問の際にジュネーヴで赤十字社を訪問している。近代国家の一員としてその第一歩を記した日本にもこ ような組織が必要不可欠と彼も考えていた。しかし岩倉使節団に急きょ帰国命令 下った。一刻も猶予のならない事態が起こりつつあった。つまり不満を持つ士族たちが日本の各地で反乱を起こし始めた。一八七七年に薩摩で西南戦争が勃発したが、この時、岩倉具視は皇族、華族、貴族らに檄を飛ば 。ヨ ロッパ 先進国に ら て、
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戦争や内乱における傷病兵を救援する組織を作ることを訴えている。そしてその組織化の使命を任されたのが他ならぬ佐野常民であった。他方、日本貴族の間にも戦争の傷病者を救護す 慈善施設・団体を早急に作ろうとする機運も出てきた。この運動の中心となった人物が、佐野と同じ元老院議員の大給亘（一八三九―一九一〇）であった。岩倉具視はこれらの志を同じくする二人の仲介となった。こうして日本にも自発的に人道的な慈善団体、ヨーロッパでいえば、ヨハネ騎士団、ドイツ騎士団、あるいはマリア会のよ な慈善団体ができあがった。名を正式には博愛社と呼んだ。しかしまだ日本赤十字社と呼ぶには条件は整ってはいなかった。博愛社の佐野へのアレクサンダーの協力　
一方アレクサンダーは、一八七五年から日本の大蔵省の配属となって、もっぱら大蔵大臣大隈重信の配下で翻訳科
に身を置いていた。ところが七七年三月一日に母ヘレーネ・フォン・ガーゲルンの死去により急きょドイツに帰国することになった。そしてそのアレクサンダーの代わりを務めたのがオーストリア・ハンガリー公使館員のハ ンリヒであった。アレクサンダーの日記によると同年四月一八日 帰国の途に就くが、その直前まで、博愛社のために佐野達といかに緊密 仕事をしていたかがわか 。
一八七七年四月三日（火）松方を訪問。かれとフランスでの博覧会の件で話をする。彼はそこに行くことに大きな期待を寄せている。その時は私に電報を打つであろう。鮫島を訪問。彼もこの冬パリに行く。さらに佐野を訪問、彼は慈善団体の指導を引き受けるつもりだ四月四日（水）今朝岩倉と談話をした 彼は慈善団体のため 私の仕事をとても喜んでいた。かれに檄文の翻訳
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と日本語で書かれた規約の案を渡す。とても親切であった。幾分辛かった。四月六 （金）公式に慈善団体の組織化のために佐野の配下となる。既に２万円が計上されている。佐野と大給が指導を引き受ける。四月七日（土）佐野と一緒に仕事をした。四月九日（ ）佐野の下で仕事をした。四月十日（ ）熊本から相変らず不確定なニュース。まだ武装解除はない。佐野と土山の所に行き、作品を渡そうとする。彼は不在だ。―十八日に出発しようと思う。四月十一日（火）佐野は今日九州に旅立った。かれはマリア会を模範として救護施設を設けることを任されている。ほかに彼にはもう一つの特別な使命がある。
（４）
　
こうしてアレクサンダーは一八八一年末までヨーロッパに滞在した。七八年にはパリ万国博覧会で松方正義に同行
している。そして駐独日本公使青木周蔵に請われて、彼は公使館付となり、外務省配属になる。八二年一月には井上馨外務卿に請われて、彼は第一回目の条約改正交渉で日本政府側の通訳官および参事になる。また一 八五年五月の第二回の条約改正交渉にも 井上外相 片腕としてその手腕を発揮するが、いずれも全面的な解決には至らなかった。しかし他方で、日本が本当の意味における近代国家として内実ともに認められることに、アレクサンダーは少からず貢献している。それが一つには一八八六年に日本赤十字社が国際的に承 された、ジュネーヴ条約の加盟である。アレクサンダーはそのための寄与を怠らなかった。ではハインリヒはどうであったか。実は、アレクサンダーが不在の間、ハインリヒは兄の志を守り伝える役割を担 ていた。　
確かにハインリヒが大蔵省に身を置いて大隈重信の命を受け、一 七八年北海道のアイヌの歴史と民俗を調査研究
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した。その後彼は一人、兄に代わってヨーロッパの救護団体の状況や婦人の役割等について博愛社の会議で紹介している。また自らその創設にかかわり、明治一三年一月その社員になっている。その演説の一部を引用する。マリア修道会の規則が博愛社の規則の根拠になっている、と兄の日記 内容を踏まえて、ハインリヒは言う。
疾患ノ看護ニハ公衆ノ知ル如ク婦人ヨリ善ナルハナシ、欧州ニ於イテハ多クノ婦人軍ニ従ヒ病院ニ在リテ負傷者ヲ看護セシコトアリ、又其国ニ留在セシトキニハ撒等ノ如キ負傷者ニ必要ナル物品ノ調達 尽力シ、或イハ戦死者ノ遺族手当 為ニ金銭ヲ調達シテ大ニ会社ノ補助ヲナシタリ。 （博愛社資料）
（５）
　
ハインリヒも博愛社の規約作りに一役買っていたことがわかる。
Ⅱ．日本赤十字社の誕生
　
西南戦争が終結し、日本に平和が戻ってきた時、博愛社は今までのような国内にのみ通用する枠を超えて国際的に
も認められるものに変えようとの機運が佐野を中心に出てきた。具体的には、博愛社がジュネーヴ条約に加盟することを意味していた。その場合、ヨーロッパに日本の真意を正しく伝える人物は一人アレクサンダーを措いて他にいなかった。井上外務大臣主導 第一回の不平等条約交渉が暗礁 乗り上げたその直後に 呼んで、博愛社で幹部たちの会議が行われた。アレクサンダーの 記では、
一八八二年八月八日（火）佐野と博愛社へ行った。東伏見宮の下で会議が行われた。ジュネーヴ条約への加入について私の意見を述べた。
（６）
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とある。その後、任務を終えたアレクサンダーは同年十月にドイツに帰国。大蔵省から外務省配属となり、ベルリンの日本公使館の青木周蔵公使の直属となる。条約改正交渉での失敗の一因であった、日本の近代憲法と法律の作成のため 調査研究に従事した。そんななか、日本の博愛社の命を受けて、一八八三年内務省の御用掛の柴田承桂がヨーロッパに来ることになった。一つはベルリンで五月に開催される衛生および救護法についての国際会議に参加することと、もう一つは博愛社が実際にジュネーヴ条約に加盟して、国際赤十字社の一員になるには、ど ような具体的な準備をすべきか、 現地で調査し、 のちに本国に伝えること あった。その任に当たっていた柴田に協力を惜しまなかったのがアレクサンダーであった 自らも佐野からその調査を依頼されていた。当時の日記にはこの二人の共同作業がうかがわれる。
一八八三年七月三日（火）柴田と博愛社の歴史を出版する件で話し合った。我々はまず佐野に手紙を書くことが決まった。七月四日 （水） 佐野あての手紙を柴田と一緒に構想を練った。その後佐野が任命された件で青木と話し合った。
（７）
　
そしてこのような段取りを整えた上で、翌年、日本が初めてジュネーヴの国際赤十字会議に正式に参加する。この
時、日本の博愛社の代表は陸軍軍医総監の橋本綱常（一八四五―一九〇九）であった。アレクサンダーは彼 付き添い、通訳を務め、又ジュネーヴ 赤十字社の幹部とも日本の国際赤十字への加盟 ための条件 ついて具体的に話し合った。その模様 一部をアレクサンダーの日記に見るとしよう。
一八八四年八月三十一日（日）夕方ジュネーヴに到着。モアニエの所に行った。さまざまな会議のメンバーと知り合いになった。九月一日（月）会議の開催。
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九月二日（火）から九月六日（土）空白九月八日（月）モア二エとジュネーヴ条約について話し合った。彼は言う、参加するのに招待状は要らない、と。ただし宣言すること、そしてそれをスイス政府 伝えること。しかし 、日本の参加が喜んで見られるかどうか、前もって知りたい、という。 ・・・九月十五日（月）ベルンへ行った。井上にジュネーヴ条約についての完成した覚書とともに手紙を書いた。 ・・・九月二十二日（月）佐野に博愛社についての手紙を書いた。ハインリヒを通じて送った。
（８）
　
このようにヨーロッパではアレクサンダーが中心になって、ジュネーヴの赤十字社の本部と折衝を重ねた。その結
果ついに一八八六年十一月に日本の国際赤十字社への加盟が実現した。しかしその時既にアレクサンダーはまた日本に戻って た。 五年六月には日本に戻り、第二回の条約改正交渉に臨むため、外務大臣井上馨と事前協議を重ねていた。 この交渉会議は八六年五 より翌年の九月にまで長期にわたって続いたが、 結局物別れとなり無期限延期となった。この間アレクサンダーは多忙を極める中でも、もう一方 仕事、日本の赤十字のためにその委員たち 協同作業を積極的に行った。日本の国際赤十字社の加盟が認められた直後、日本では佐野を中心にアレクサンダーを交えて博愛社の従来の規約改正に取り組んだ。 その頃に佐野がアレクサンダーにあてた感謝の手紙 一節をここに紹介したい。
佐野常民からアレクサンダー・フォン・シーボルトへの手紙。一八八六年十二月二十一日。我々の規約の変更についての協議の時の貴兄の価値あるアドヴァイスに対し私は貴兄に対し心から感謝しております。こ更の草稿が完成しました。そ ため明日二十二日に委員会を招集するつもりであります。 ・・・
（９）
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このようにアレクサンダーは日本にあっても重要な委員として博愛社の発展のために協力していたことがわかる。
しかしそればかりでない。第二回の条約改正交渉が無期延期となり、この後の交渉が各条約国に移って、個別交渉が始まった時にもアレクサンダーはヨーロッパに帰国して、日本赤十字のため 貢献を厭わなかった。
Ⅲ．アレクサンダーのヨーロッパでの日本赤十字のための活動
１．濃尾地震の時のアレクサンダーの救援支援活動　
一八九一年一〇月二八日、岐阜、愛知県一帯に濃尾地震が起こった。死者七二七三人を数えた。
この報をアレクサンダーはドイツで知った。すぐに十一月十一日彼はドイツの枢密顧問官ヘルマン・エンデ、日本の皇室の侍従武官であったオットマール・フォン・モールらに呼びかけて、 で日本美術品の展示会を企画した。その呼びかけは、
　
われらはベルリンの私的なコレクションの中の日本の美術作品を展示し、その入場料を費用を差し引いて東京
の日本赤十字社に適切な使用のために渡すことを申請する。
（
10）
となっている。上記の三名の連名、日付は十一月十一日。この収益金は日本の地震の犠牲者に送ることになった。九十一年十二月から翌年の二月まで。会場はベルリンの工芸博物館 館長はユリウス・レッシング。地震の犠牲者ための慈善展示会の経過報告を三 十四日にアレクサンダ は時の総理大臣榎本武揚に報告し いる。
　
すべての費用を差し引いた金額は、八七〇五、 八〇マル である。私 義務はこれらの紳士たちが労を厭わず
にこの企画を成功させたこと、とくに展示会が開催され 工芸博物館の館長のレッシング教授、そしてかつて礼
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儀作法のために日本の宮内庁に務めていたＭ・ｖ・モールに感謝している。彼らがこの成功を推し進めたのである。ほかに数名の日本の友たち、ベルクマンやエンデ氏は委員会に加わった。それに領事 ヴォルフソン氏は親切にも会計掛を務めてくれた。 ・・・事実驚きであったのは、なんと多くのなんと美しい日本 美術品がドイツに集められていたとは。 ・・・
（
11）
　
それからほぼ二か月後に、アレクサンダーのところに榎本総理を通じて、尾崎岐阜県知事と仙田愛知県知事から、
地震の犠牲者のための義捐金にたいする感謝状が届いている。　
そればかりかアレクサンダーはドイツ、ヨーロッパにあってもなお一層、日本の赤十字への思いを強くしている。
以前と同様、国際赤十字会議に参加する日本の代表を補佐している。たとえば一八九二年四月のローマでの国際赤十字会議には日本の代表後藤新平に付き添っていた。そればかりかアレクサンダーを始め、彼の親族もそもそも赤十字および人道的な慈善活動には積極的 、物質的ばかりか精神的にも深くかかわっていたのである。シーボルト家の 慈善活動。　
もともとシーボルトの家系は医師と学者を輩出している。母方はヘレーネ・フォン・ガーゲルンに代表されるよう
に、プロ ァの名門貴族、伯爵の出である。当然ドイツでもプロシャ 皇后アウグスタのように、貴族の女性たちが先頭 立って、人道的慈善団体、国際赤十字の運動を推し進めてきた。アレクサンダーの妹とハイ リヒの姉にあるヘレーネ・フォン・ウルム・ツー・エルバッハ 男爵夫人とし この運動に積極 参加し た アレクサンダーはよく政府の要人、たとえば伊藤博文、松方正義そして佐野常民らをこの貴族の館 連 て行ったり、或いは紹介したりしていた。このヘレーネが以前 り国際 赤十字の運動に、とりわけ極東 に深い関心を示してい
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た。なんと日露戦争真只中に、ドイツの地から日本の赤十字社に多額の三〇〇マルクを寄付したのである。当時日本赤十字の総裁松方正義が彼女に感謝状と木杯１個を贈っている（明治三十七年十一月付け） 。アレクサンダー ライフ・ワークの一つ。　
アレクサンダーもドイツの貴族、男爵としてそのような人道的な慈善運動には積極的にかかわっていた。以前紹介
したような、ヨハ 騎士団の会合には可能な限り参加していた。また では博愛 の委員 一人であったように、日本を含めた国際赤十字社の運動を心から支持していた。そして彼の日記には具体的に見られないが、彼も金銭面でも日本赤十字社に少なからず援助していたに違いない。一九〇三年 日記に一言、 からメダルをもらった、と彼は書いている。　
そしてアレクサンダーは一八八九年以来もう一度も日本に帰っていない。その時、終の棲家を見つけたのか、伯爵
令嬢エリザベート・フォン・ヘースリ ゲン・シックフース（一八六五―一八九八）と結婚をしている。ただ残念ながら彼女は四人の子供を残して九八年二月十五日に死去している。しかしこのような辛い境遇にも負けず彼は比較的自由な、どこの日本公使館にも専任と らず、外務大臣直属の外交官と 、どちらかといえば文筆活動の方 シフトを変えていった。ヨーロッパの通信社、新聞社 雑誌出版社とコンタクトをとって 多彩 文筆活動を展開す 。それはまたの機会に触れるとして、彼は概して、日本の赤十字の活動をヨーロッパの地から見つめ、支持していたといえよう。そしてことあるごとに、ヨーロッパの貴族や政治家に日本赤十字の実態を伝えていた。日本が日清・日露の戦争を経た後にも、彼は日本赤十字社のとった行動、その姿勢を一貫 讃えていた。一九〇四年 月六 、雑誌『一週間』 （
die W
och
e ）第三十二号に彼は事実を正しく書いている。まず日清戦争と義和団事件のときには、
―51―
　
当然のごとく日本赤十字社は日清戦争の間にも卓越した奉仕活動をした。その社は戦場に一五八七名の社員を
送った。社員らはすべての面から博愛の使命を戦場に伝えた。社員らは前線に出発する兵士らの介護をし、彼らの帰国にも受け入れにかかわった。一九〇〇年義和団事件では赤十字社は四九一人を動員した。一部は広島の野戦病院、一部は中国のおよそ四か所。その社の二艘の汽船が使用され、負傷者を広島とタークー（大沽）の間輸送した。一五四八名がこの社の恩恵にあずかった。そ 中には二四九名のヨーロッパ人、中国での外国人 隊のメンバー ちであった。
（
12）
日露戦争の時の日本赤十字社の活動も具体的に書かれている。
　
当然のごとく日本赤十字社は現在の日露戦争の間も博愛活動に特に関与している。そして今残念ながらその活
動をするには余りにも機会が多すぎる。周知のごとく、 ロシアの負傷者たちはしばしば日赤の看護を受けていた。とりわけチェムルポ沖海戦ののちに。そこでは二十四名 水兵らが日赤に委ねられた。目撃者は報じている、不幸な負傷者はまずある種の不信感を抱いて日本の医師と看護婦と向 い合った、しかしやがて彼ら これら 人が善意の人と かった。そして日本 医師たち 治療の巧みさによって彼ら ほとんど 負傷者の傷 治った。ほとんど知られていないが、ロシア政府はチェムルポのフランス領事館のとりなしによって、彼ら 介護を受けたことを表明した、そして同時に介護にかかった費用を支払いたいとの願いを述べた。もちろんこれは拒否された。
（
13）
　
欧米のキリスト教の先進国ばかりは、この極東の地にも、日本を中心にして赤十字の活動が徐々に認められ、その
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精神も理解され始めた。これをアレクサンダーは喜ばずにはいられなかったろう。いよいよここでこの論文のまとめに入るとしよう。
Ⅳ．まとめ
　
アレクサンダーもハインリヒも二度に亘る日本での条約交渉の同じテーブルに就いていた。アレクサンダーは日本
側の、ハインリヒは欧米側の通訳兼書記として参加していた。しかしひとたび会議から離 ると、そこは兄弟同士である。遠く日本とヨーロッパと離れていても、常に連絡をとりあっていた。では彼らは日本にとってなんであったのか。主としてアレクサンダーは外交面で、ハインリヒは考古学や美術工芸とそのコレクションの面で日本と深くつながっていた いえよう。同時に彼らは父親の遺言を受け継ぐ、ヨーロッパ的精神の伝統を受け継いでいた。その上に立って、二人とも人生の多くの 間を日本で、また多くの時間をヨーロッパで過ごした。そして二人とも日本とヨーロッパでそれぞれ複雑に深く政治や学問・芸術、文化とかかわっ そう見ると、た えばア サンダーの精神は日本とヨーロッパのそれぞれの要素が緊密に絡み合い ヨーロッパのみならず、日本のさまざまな要素が一体 なって、独特の様相、混合色をなしていたようだ。その中で一つ、赤十字の理念と行動の規範はヨーロッパで生まれ育ったものの、十分アジアの日本でも受け入れられ、育つもの アレクサ ダー 信じて疑わなかった。一言でいえば、それは、ヨーロッパの一つ ヒューマニズムであろう また、そ 理念を受け入れ、それを実現できる下地、素地、条件があるかどうかが、問題となる その意味では、佐野常民を じめ明治を切り開い 日本の先覚者の度量、包容力と見識 問われる。しかし日本は紆余曲折はあったにせよ 立派 国際的な 思想、理念。その精神を育て、大きく実らせるに至ったのである。いな こう見てきた今、やはり日本の赤十字は一つにはアレクサンダーとハイン
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リヒの兄弟と佐野常民を中心とする日本の明治の先覚者らの共同作業の一つの価値ある近代的な産物と言っていいのであろう。あるいは別のいいかたを れば、日本の明治の文明開化の、啓蒙の価値ある産物といえるのではなかろうか。この論文 最後に、晩年の佐野常民のシーボルト兄弟にあてた感謝 手紙を引用しておきたい。一八九八年には既にハインリヒも日本を後にヨーロッパに旅立っている。相手は匿名となっている。しか 具体的な地名からして、ハインリヒにあてた のであろう。しかしそれ以外はこの兄弟二人 等しくあてはまる。あるいはこの兄弟二人を想定して書いたものであろう。
　
佐野常民の匿名の手紙。一九〇〇年二月十四日。
　
あなたが日本を立ってから既に三年が過ぎました。私はあなた様のご健康を聞いて本当にうれしく思います。
あなたが旅たったあと私は二年間病気でした。今よくなりました。もう外出できます。私はあなた様の日本への普通に来られる日を心からお待ちしています。　
新しく締結した国家間の条約を上手に実行する点でのあなた様の価値ある助言にたいして私は感謝の意を表さ
なければなりません。 今から我々はみな日本国民と て我々の義務を履行しなければなりません そうすれば我々の祖国は他の文化国家とともに同じレベルに立てます。しかし我々はまだまだ不安です、この小さな、遅れて開化した国が正しい道を辿るこ ができるかどうか。そこで我々は今もなお我々の祖国のためにあなた様の愛すべき助言を求める次第であります。　
我々の赤十字社について私はあなた様に伝えなければなりません。これは日清戦争以来飛躍的な発展をしてお
ります。現在そこに参加している会員は六十万人。詳しく 、あなた様に送られる報告書で知っていただきたいと思っております。 の報告書はパリの博覧会で 本の赤十字の状況をあ ねく知っていただきたいと特に作成
―54―
したものです。明治三五年（一九〇二年）五月一日に赤十字社の二十五周年記念が開催されます。その祭典への招待に関して明治三十一年のウィーンでの国際会議において日本の代表が伝えております。みな代表者たちは賛同しました。われわれはまたこ 祭典にあなた様の参加を求め います。あなた様の手紙から、お兄様が現在あなた様の所におられるとのこと。お兄様は最近私に手紙をくれました。もっとも私は既にそれに返事を出しましたが。どうかお兄様によろしくお伝えください。 ・・・　
あなた様の城の絵をいただきました。チロルがヨーロッパでもっとも美しい、最も健康的な場所の一つである
ことは至る所で知られております。あなた様のお葉書きでは、あなた様は四季折々の美しい景色見ています。あなた様がチロルでそんなに素晴ら い、心地よい生活を楽しん おられるの うらやましい限りです。 ・・・
（
14）
ここに佐野を含めた日本側の先覚者とシーボルト兄弟との共同の近代文明の一つの成果が見えるのは筆者だけであろうか。
　　　　
以上
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